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１．環境経営方針

株式会社コスモサミットは、情報サービス産業の一員として、ソフトウェア開発、シス

テムインテグレーション事業などの商品・サービスを社会に提供しております。

当社は、ますます深刻化する地球温暖化など、地球規模の環境問題への対応が人類共

通の課題として認識して、情報サービス事業全般の事業活動において環境負荷の低減を

図るために、以下の項目に自らの責任を持ち、積極的に全社員で取り組みます。

１．環境法規制の遵守はもとより、自らの責任において社会の期待を考慮した環境

負荷低減の目標を設定し、その実現に努める。

処理を行う。

３．環境マネジメントシステムと環境負荷低減の継続的な改善に取り組む。

４．運営にあたって環境負荷の少ない製品を優先的に購入する。

向け、自ら責任を持って環境保全活動を遂行できるよう啓発する。

事業活動と地球環境の調和を目指して、全社員が環境問題に積極的に取り組み、こ

の取り組みを継続的に改善していくことで、これまで以上にＩＴビジネスを通じてお

客様の環境活動への貢献を推進してまいります。

制定日：２００９年 ４月 １日

改訂日：２０１５年 ４月 １日

株式会社コスモサミット

代表取締役社長 山西幸一

２．運営にあたっては、エネルギーや資源の有効利用および廃棄物の削減と責任ある

５．環境教育を通じ、従業員の意識向上を図ると共に、一人ひとりが広く社会に目を

3



２．事業の概要

（１）会社概要

事業所

920-0058 石川県金沢市示野中町二丁目１１３番地

TEL：076-224-6633 FAX：076-224-1770

105-0014 東京都港区芝一丁目９番６号マツラビル７Ｆ･４Ｆ

TEL：03-6432-4145 FAX：03-6432-4146

532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原四丁目２番１０号 ＰＭＯ ＥＸ 新大阪

TEL：06-6396-7880 FAX：06-6396-7881

460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内三丁目１８番１号 三晃丸の内ビル２Ｆ

TEL：052-228-8670 FAX：052-228-8671

大阪オフィス 12.36 レンタルオフィス

名古屋オフィス 58.00 事務所ビル２Ｆ

本社 別館 1354.85 270.97㎡×５階建

東京オフィス 92.00 事務所ビル７Ｆ

〃 88.00 事務所ビル４Ｆ

先端技術製品の研究・開発

ホームページ https://www.csn.co.jp/

床面積（㎡） 摘要

本社 本館 898.35 299.45㎡×３階建

本 社

東京オフィス

事業内容
及び

認証・登録
の範囲

大阪オフィス

名古屋オフィス

社 員 数 135名

売 上 高 13億637万円(2023年3月期)

ソフトウェア開発

ソリューションビジネス

アプリケーションパッケージの企画・ 開発

インターネットソリューション

会 社 名 株式会社コスモサミット

設 立 1951年4月

資 本 金 ２億円

代 表 者 代表取締役社長 山西 幸一
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（２）環境管理体制

（３）環境管理体制図

2023.1.26現在

5 6

6 48 2 1 17 50

135 名

環境マネジメントシステム（エコアクション２１）の環境経営
方針を定め、全体の取組状況を評価し、全般的な見直しに伴う
必要な指示及び環境管理責任者の任命を行う。また、活動の資
源（人・物・金）を提供する。

環境マネジメント委員会の長として環境マネジメントシステム
(エコアクション２１)の統括責任を持ち構築・運用・改善等、
活動の管理を主導する。

環境管理
責任者

環境マネジメント委員会
会長

各部門の環境マネジメントシステム(エコアクション２１)の環
境活動を担当実施し、その結果を部門推進者に報告すると同時
に部門推進者の補佐を行う。

各部門の担当者部門担当者

環境マネジメント委員会の事務を行うと同時に苦情処理・連絡
先窓口を担当、環境管理責任者の補佐と環境マネジメントシス
テム(エコアクション２１)の構築・維持作業及び環境関連法規
の遵守評価を行う。

事務局
苦情処理・連絡先窓口担当

環境マネジメント
委員会事務局

合計

環境マネジメントシステム(エコアクション２１)に係る担当者の役割

担当者名又は
役職名

役 割 担 当 業 務 範 囲

代表者

環境管理責任者

事務局

開発本部 ソリューションシステム本部 本社

定期的に環境マネジメントシステム(エコアクション２１)が部
門推進者により遵守されているかをチェックし、環境管理責任
者に報告すると同時に環境管理責任者の補佐を行う。

各環境区域の管理責任者
(部門長)

管理責任者

各部門の環境マネジメントシステム(エコアクション２１)の環
境活動を部門担当者に指示し、その活動結果を管理責任者に報
告すると同時に管理責任者の補佐を行う。

各部門の推進者部門推進者

環境マネジメントシステム
(エコアクション２１)
の最高責任者

代表者
（社長）

環境管理責任者 環境マネジメント委員会会長 横井 志郎

推進委員会名称 環境マネジメント委員会 社長以下委員１０名（業務会議）

環境管理事務局 村田 一美

苦情処理・連絡先窓口 TEL：076-224-1404 FAX：076-225-8977
連 絡 先

代 表 者 代表取締役社長 山西 幸一

東

京

金

沢

名

古

屋

大

阪

東

京

金

沢
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３．環境側面

当社の事業活動における環境側面（インプット／アウトプット）は、以下の通りです。

４．2013年度以降「環境経営方針に対応した環境経営目標の設定」

｢環境経営方針｣とそれに対応した｢環境経営目標｣を以下の通り設定しました。

※ 取組み体制は、前述２．事業の概要（２）環境管理体制の通りです。

教育

廃棄物の負荷低減と適正
廃棄

電力使用量の削減（毎年度△1％）
液化石油ガス(LPG)使用量の削減（毎年度△1％）
ガソリン使用量の削減（毎年度△1％）

環境マネジメント委員による説明
各社員による啓発
活動目標と結果報告の掲示

廃棄量の削減（毎年度△1％）
分別BOXの適正配置（分別不一致0%）

環 境 教 育

環境負荷の低減

二酸化炭素排出量の削減

水資源使用量の削減 水使用量の削減（毎年度△1％）

グリーン調達の推進 紙製品(事務用品)エコマーク購入率（100%）

時間外作業の短縮 時間外作業の短縮（毎年度△1％）

環境法規制の遵守 法令遵守 関連法規制の内容確認と改正チェック

＜インプット＞ ［当社］ ＜アウトプット＞

削減するものは、2013年度実績から全ての項目で毎年度１％減を目標にスタート致しております。

環境経営方針 環境経営目標 環境経営計画

総物質使用量の削減 紙使用量の削減（毎年度△1％）

エネルギー

天然資源の購入

ガソリン

ガス

上水道

資源

物品の購入

上質紙

文具

ＯＡ機器

蛍光灯

（事業内容）

ソフトウェア開発

システム運用支援

システム保守

システム構築

コンテンツ運用支援

ネットワークインフラ構築

製品

サービスの出荷

（対象：出荷後の製品）

排出

二酸化炭素

産業廃棄物

金属くず

廃ＯＡ機器

廃プラスチック

事業系一般廃棄物

下水

6



５．環境経営目標と実績

実績及び目標は「総量／売上高」で算出しております。

（１）過去の実績及び２０２２年度の目標・実績・評価

※購入電力における二酸化炭素排出係数（0.640kg-CO2／kWh）

（２）中長期環境経営目標

※2023年度以降については、2022年度実績を基にして年毎に１％の削減に取り組む。

購 入 電 力

液化石油ガス
(LPG)

ガ ソ リ ン

二酸化炭素排出量

購 入 電 力

液化石油ガス
(LPG)

ガ ソ リ ン

一般廃棄物排出量 ｔ/億円 0.104 0.103 0.102 0.101

時間外作業 時間/億円 1,899 1,880 1,861 1,842

廃棄物排出量 ｔ/億円 0.118 0.117 0.116 0.114

産業廃棄物排出量 ｔ/億円 0.014 0.014 0.014 0.013

紙使用量 ｔ/億円 0.024 0.023 0.023 0.023

水使用量 ㎥/億円 63.84 63.20 62.57 61.94

kg-CO2/億円 318.06 314.88 311.73 308.61

ℓ/億円 137.10 135.73 134.37 133.03

kg-CO2/億円 11.64 11.52 11.40 11.29

㎥/億円 1.88 1.86 1.84 1.82

kg-CO2/億円 10,887 10,779 10,671 10,564

kWh/億円 17,012 16,841 16,673 16,506

2022年度
実 績

2023年度
目 標

2024年度
目 標

2025年度
目 標

二酸化炭素排出量 kg-CO2/億円 11,217 11,105 10,994 10,884

時間外作業 時間/億円 1,391 1,555 1,652 1,899

一般廃棄物排出量 ｔ/億円 0.132 0.183 0.167 0.104

産業廃棄物排出量 ｔ/億円 0.022 0.093 0.171 0.014

廃棄物排出量 ｔ/億円 0.154 0.276 0.339 0.118

水使用量 ㎥/億円 31.95 33.49 33.28 63.84

紙使用量 ｔ/億円 0.041 0.030 0.028 0.024

ℓ/億円 241.92 161.06 148.34 137.10

kg-CO2/億円 561.62 373.85 344.37 318.06

kg-CO2 7,401 4,733 4,160 4,155

㎥/億円 2.19 2.13 1.55 1.88

kg-CO2/億円 13.66 13.19 9.60 11.64

kg-CO2 180 167 116 152

kWh/億円 11,045 10,997 12,851 17,012

kg-CO2/億円 7,069 7,038 8,224 10,887

kg-CO2 93,153 89,102 99,350 142,230

kg-CO2/億円 7,644 7,425 8,578 11,217

kg-CO2 100,734 94,002 103,626 146,537

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

実 績 実 績 実 績 実 績
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６．２０２２年度の環境経営目標に対する活動内容及び評価と次年度の取組み

環境負荷低減に配慮すべき項目に付いて、環境マネジメント各委員から担当部門推進員を通じ、

各担当者への環境活動を実施するものです。実績欄は、各取組みの達成度を表しています。

（◎：よくできた ○：できた ×：できなかった）

ク

リ
ー

ン

調

達

の

推

進

環

境

関

連

法

規

の

遵

守

２０２３年度（次年度）の取り組みは上記を継続します。

教育
全社員の意識
の向上

◎
金属使用量

金属くず発生
原因の削減

ガソリン使用
量

適切な使用量
の設定
(エコ車種の選定)

電力使用量

液化石油ガス
(LPG)使用量

適切な火力の
設定

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

総
物
質
使
用
量

の
削
減

水
資
源
使
用

の
削
減

廃
棄
物
の
負
荷
低
減
と
適
正
廃
棄

時

間

外

作

業

の

短

縮

環
境
教
育

○

◎消灯の徹底

離席時の節電

○
空調機の設定
温度の確認

◎

紙使用量

各社員による啓発 ◎

活動目標と結果報告の掲示を図る。 ○

法令遵守 法令遵守 関連法規制の内容確認と改正チェックを行い認識を深める。 ◎

廃プラスチック、廃ＯＡ機器、廃ランプ、発泡スチロール、

一般可燃ごみ、一般不燃ごみ…８分別

紙製品(事務用

品)エコマーク
購入率

購入率向上
維持

商品知識を向上し、100%を維持する。 ◎

各所属長、担当者全てで、合理的な作業を推進し、時間外

作業の短縮を図る事により、環境負荷低減に取組む。

環境マネジメント委員による説明 ◎

◎
分別ＢＯＸの
適正配置

８分別の徹底

○
時間外作業の
短縮

合理的な作業
の推進

無駄な金属くずの発生を促す物の購入をしない。 ◎

社外から飲料缶等を持込んだ場合、持込んだ者が必ず

持ち帰る。

プラスチック
使用量

適切な使用量
の設定

無駄な廃プラスチックの発生を促す物の購入をしない。 ◎

紙類(上質紙､新聞雑誌､段ボール､シュレッダー)、金属くず、

コピー・印刷する場合は、なるべく両面、集約を心掛ける。 ◎

印刷する場合は、印刷する前にプレビューで確認する。 ◎

使用中でも、不必要な水を使わず、こまめに蛇口をコント

ロールし、使用後も蛇口をしっかり閉める。

トイレの無駄な排水をしない。 ◎

廃棄量 無駄なごみの追放各自無駄な“ごみ”を出さないように注意する。 ◎

適切な紙使用
量の設定

◎
上水使用量 節水

になるよう空調機の温度を設定する。

火力の設定を適切なものとし、過剰（無駄）な火力で使用

しない。

急発進、アイドリング停止の推進をする。 ◎

営業車省エネ走行（14.0㎞/Ｌ）を行う。 ◎

無駄な紙の購入を削減する。 ◎

休日出勤者は、必要な場所以外の電気を付けない。 ◎

各自、使用コンピュータを省エネ電力モードに設定する。 ◎

ディスプレイを消す。 ○

４時間(半日)以上離席する時は、マシンの電源を切る。 ◎

室温をこまめに確認し、室温目標（夏場28℃、冬場22℃）

目標 計画 取組 評価

休憩時間の消灯 昼休憩時電気を消す。

余りに暗い場所は例外とする。

使用していない場所の消灯：会議室、応接室、トイレ、湯沸

室等で使用していない時間は、こまめに電気を消す。

各ブロックの最終退出者は、電気を消してから帰る。 ◎
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７．２０２２年度の目標・実績・評価

（１）環境経営目標の達成状況と評価

実績及び目標は「総量／売上高」で算出しております。

評価基準 ○：達成 △：１～１０％未満未達成 ×：１０％以上未達成

二酸化炭素排出量

（kg-CO2/億円）

紙使用量

（ｔ/億円）

二酸化炭素排出量（1%減）についての目標は達成できなかった。
目標を達成できなかった要因は、今年度からコスモビジネスで使用した電力と液化石油ガスを実績に
含めたこと、新社屋での業務開始（2021.10）による電力使用量増加、在宅勤務の減少により出社する
人数が増えたためである。
ガソリンは、社有車を燃費の良い車に買い替えたため使用量が減り、目標を達成できた。

紙使用量はペーパーレス化が定着してきた
ことにより、使用量が減少した。

目標 実績 達成率 評価

0.028 0.024 0.85 ○

液化石油ガス(LPG) 9.51 11.64 1.22 ×

ガソリン 340.93 318.06 0.93 ○

二酸化炭素排出量 8,493 11,217 1.32 ×

購入電力 8,142 10,887 1.34 ×

項目 目標 実績 達成率 評価

7,069 7,038
8,224

10,887

13.66 13.19
9.60

11.64

561.62 373.85

344.37

318.06
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購入電力 液化石油ガス ガソリン（kg-CO2/億円）
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水使用量

（㎥/億円）

廃棄物排出量

（ｔ/億円）

水使用量は目標を達成することができな
かった。
目標を達成できなかった要因は、今年度か
らコスモビジネスでの使用量を実績に含め
たことと、在宅勤務の減少により出社する
人数が増えたためである。

産業廃棄物排出量については、前年度新社屋への移転時に不要になった什器等を廃棄していたため、
今年度は排出量が大幅に減少した。
一般廃棄物排出量は紙使用量と同様に、ペーパーレス化が定着してきたことにより排出量が減少し
た。

一般廃棄物 0.166 0.104 0.63 ○

廃棄物排出量 0.335 0.118 0.35 ○

産業廃棄物 0.170 0.014 0.08 ○

32.95 63.84 1.94 ×

項目 目標 実績 達成率 評価

目標 実績 達成率 評価

31.95 33.49 33.28

63.84
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時間外作業

（時間/億円）

（２）代表者による全体の評価と見直し・指示

代表取締役社長 山西 幸一

今年度（前年４月１日から本年３月３１日）は１年間を通して前年比を下回ることを目標に全社員
一丸となって環境活動に取り組んだ結果、紙使用量・廃棄物排出量で目標を達成することができた。

今年度からコスモビジネスでの「電力・液化石油ガス・水」の使用量を実績に含めたため、目標よ
り大きく上回ってしまったが、来年度からはこの数値を基準に目標を設定し維持できるよう取組んで
いく。

産業廃棄物排出量については、前年度新社屋への移転時に不要になった什器等を廃棄していたた
め、今年度の廃棄量は大幅に減少できた。一般廃棄物排出量・紙使用量はペーパーレス化が定着して
きたことにより排出量を減少させることができた。

今後もペーパーレス化及び在宅勤務、Ｗｅｂ営業を継続していくことでさらにCO2排出量を減少さ
せ、加えて時間外作業も減少していけるように全社員で高い環境目標を持ち行動していく所存です。

1,635 1,899 1.16 ×

2023年4月28日

時間外作業の時間数増加は、主に客先に常
駐している社員の時間外作業であり、当社
の環境負荷の影響はほぼない。

目標 実績 達成率 評価
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８．環境関連法規制の遵守・評価

確認日：２０２３年４月２８日

９．環境関連法規の違反、訴訟等の有無

当社には廃棄物処理法に定める環境関連法規に関わる違反事項はありませんでした。

また、関連機関等からの法規制違反の指摘及び訴訟等は過去３年間ありませんでした。

環境関連法規の遵守評価は自主的に定期的に行っています。

以上

○

製品は簡易点検を行う

定格出力7.5kw以上50kw未満の 簡易点検１回/３か月

第一種特定製品は定期点検を行う 定期点検１回/３年

フロン排出抑制法

簡易点検１回/３か月

前年度分(4月～3月)のマニフェスト

集計を(4月～6月)で報告

対象家電製品の廃棄時に小売り

業者等に引き渡す

消防法 消防用設備機能点検 消防用設備機能点検の委託 ○

定格出力7.5kw未満の第一種特定
○

○マニフェスト使用状況の報告

廃棄物処理法

小売業者等に適切に引き渡す ○
特定家庭用機器
再商品化法
（家電リサイクル法）

○マニフェスト管理

産業廃棄物の委託処理

処分は許可を受けたものが行なう

マニフェストファイルの作成 ○

帳簿（管理台帳）の作成

収集運搬(90日)処分(180日)

を超えたら県知事に報告

マニフェストは５年間保管 ○

契約書・許可証の確認 ○

環境法規制等の
名称／略称

遵守事項 当社の遵守内容 確認
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